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1821年生まれのフローベールがその青少年期にロマン主義の、深甚な影響を受けたことは，

いまさら記すまでもない。また19世紀前半を支配したロマン主義が，ナポレオンのエジプ 卜

遠征等を契機としていわゆるオリエンタリズムをかき立て，エドガーノレ ・キネ著『諸宗教の

精髄~ (1832)の一章の標題を借りてレーモン ・シュワッブがその著『オリエンタノレ ・ルネ

ッサンス~ (1950)で鮮やかに描きだした，あの「オリエン ト・ ノレネッサンス」を招来した

ことも，改めて賛言を要しまい。事実，フローベーノレがマグシム ・デュ ・カンとエジプトを

中心として東邦へ行を共にした1849~51年にあっては， オリエン ト の魅惑は既に単なるエキ

ゾチシズムの域を脱し， 異文明 ・異空間相互の交流の深まりと共に，両者の諸関係も大きな

変貌 ・変動を画するに至っている。そして18世紀末以来，哲学者や詩人達の精神形成上の特

権的な旅となっていたオリエントへのそれは，いずれも特有の魅力を備えた一流の紀行文を

残したヴォルネー，シャトーブリアン，ラマノレチーヌ，さらにはネルヴアノレといった先人を

輩出していたのであるo オリエントを現実に眼にする前に『オリエン ト物語』を構想、し，後

年~聖アントワ ー ヌの誘惑~， サラムボー』そして『ヘロディアス』の舞台となるオリエ

ントが，フローベーノレにとっても若き 日からの想像=創造の源泉の一つであったのは自然の

成り行きであったと言えよう。

ロマン主義時代にオリエンタリズムを鼓吹した最たるものは，やはりユゴーの『東邦詩

集~ (1829)であり ，これに先立つパイロンの東邦詩篇であった。シェークスピア，ゲーテ

と共にフランス ・ロマン派の三大偶像であったノミイロンにフロ ーベールが見出したもの，そ

れは トルコへの想いであり ，先に触れた東邦旅行の帰途にもらした述懐にもこれは窺い知れ

る。「アビドスの前を通る時，パイロンのことをじっくりと考えた。まさにこれが彼のオリ

エント ， トルコのオリエント ，湾曲万とアルパニア衣装，それに青い波に臨む格子窓のオリ

エントだ。J'lユゴーもトノレコを，イスラムのスペインを，そしてインド，ベノレシャをも詠L、，

ミュッセ，ヴィニーがこれに続いた。しかしロマン主義の凋落と共に，夢とピトレスクの源

泉オリエン トは思索と研究の対象になってし、く。未知から既知へ，オリエント神話は次第に

その魔力を失い，オリエント探査はオリエント調査に質を変える。旅の最大の記念である旅

行記も根底的な変革を迫られる。デュ ・カンは先のフロ ーベールとの旅に，当時最新の科学

機器即ち写真機を携行し，旅行記は無論のこと，その考古学的調査の成果を写真集『エジプ

ト ・ ヌピア ・ パレスチナ ・ シリア~ (1852~54) という極めて現代的な意匠の下に刊行する

のである。

フローベーノレはオリエント像のこう した転換期と生を共にした。従って彼のオリエント観
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とその変遷を辿ることは，ある意味で同時代のそれの縮図を描くことにもなり得る。しかし

それは本小論の枠内に収まるはずもない企てである。ここではそうした試みの手始めとして，

フローベールの偏愛の地，インドと砂漠に焦点を絞りそのオリエント観の一端を明らかにし

ようと思うのだ。

ところで今までオリエントなる呼称が指す地域をあえて定義せずに来た。何しろこの語ほ

ど暖昧模糊としたものも数多くあるまいと思えるほどで，時代によりその概念は空間的にも

変遷しており，また地勢 ・文明を加味した上に，文人，学者達がそれぞれに夢見た「約束の

地」としてのイメージの高揚をも勘案しようとすれば，およそ定義不能に陥らざるを得ない

のだ。勿論，事典等の書物により時代時代の定義を提示すること 自体は，さほど難しくはな

い。しかしそこには決して一貫した像は結んで、は来ないのだ。「現代情勢の発展が『オリエ

ント』の定義を拡大し，近東，中東，極東の三つの地域に分けたことは私も知っている」と

しながらも， I東経20度と55度，北緯40度と20度とを限る曲線多角形に〔…..J固執するJ21

ポーノレ ・ヴアレリーの見解も一つの見識ではあろうが，我々としてはとりあえず明快にして

漢としたアルベール ・チボーデの次の定義に多少の修正を加えて，共通の理解としておきた

いと思う。即ち， Iオリエントなる用語はインドからモロッコに至るすべての暑い国々と解

する J3)を，I日本からモロツコ」と一部修正するものだ。フローベールの文学的感性を養っ

たロマン主義の時代には，極東とし、う用語が未だ存在しなかったからである。ちなみに，フ

ローベールの『紋切型事典~ Iオリエンタリスト」の項は，I大いに旅をした人」となってい

る。

1. フローベールとインド

ノルマンディーの厳しい風土からは，灼熱のオリエントは夢の土地であった。フローベー

ルのオリエントへの夢想、は，先ず特定の国に向かうのではなく，様々な国々が混じり合った

イメージから成っていたが，次第に二つの地域が特権的な位置を占めて来る。即ちインドと

砂漠であるo

19世紀フランスにおいてインドが持て離されるようになったのは，アイ ノレランドの詩人ト

ーマス ・ムーアのインド ・ムガール帝国を舞台にした物語詩『ララ ・ノレークあるいはモンゴ

ノレの王女~ (1817)の仏訳が1820年に出版されたのが契機となり，以後模倣者が続出したこ

とによる。インドあるいはその関連の話題がフローベールの筆に上るのは，早くも1836年，

初期作品の一つ「サン ・ピエトロ ・オルナノ』においてである。海賊にさらわれたヴァニナ，

「彼女は父や，奴隷達や，庭園， [……〕あの豪奪な館や，斑岩造りの浴場や，ガンジス河産

の白鳥のことを想って泣いた。」 この聖なる河はその後幾度となく初期作品に現れる。『死者

の舞踏~ (1838)， rスマール~ (1839)， r思い出 ・ 覚書 ・ 膜想~ (1838~41)， rピレネー ・コ

ルシカ紀行~ (1840)等である。そして多くはエキゾチシズムをかき立てる特有の地方色で

潤色される，日く白鳥，舞姫，竹，虎，象等々。その一例，Iしばしば僕はインドにいる。

バナナの木陰で真産に座る。舞姫達が踊り，幾つもの青い湖に白鳥達が身を丸くする。自然

が愛に脈打つ。J4)しかしながら，フローベールの夢想が最も鮮やかなイメージで具体化され

ているのは 十一月』の次の一節だろう。
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「僕は，自己の存在が多様であるという点で，あたかもインドの大森林のようであった。

そこでは生命が一個一個の原子の中に脈打ち，一本一本の太陽光線の下に奇怪にもあるいは

愛らしくも現れて来る o 紺碧の空は香気と毒気に満ち，虎達が跳梁し，象達が生けるパゴダ

ごとく昂然と歩み，神秘異形の神々は山なす黄金の聞の洞穴に隠れている。そして森林の真

ん中を幅広き河が流れ，あんぐりと口を聞けた鰐が岸辺の蓮の中で鱗を打ち鳴らし，花咲き

乱れる島が幾つも木の幹やベストで緑色になった死体と共に流れに押し流されて行く。それ

でも僕は生命を愛していたが，それは横溢する，輝く，燦然たる生命である。駿馬の猛り狂

った疾駆，星々のきらめき，岸辺に打ち寄せる波の動き，そしたものの内にある生命を愛し

ていた。裸の美しい胸の鼓動，恋の眼差しの震え，ヴァイオリンの弦の振動，コナラのそよ

ぎ，窓ガラスを金色に染め，妃達が肱をついてアジアを眺めたパピロンのノミルコニーを想い

起こさせる夕日，そうしたものの内にある生命を愛していた。J5)

そしてまた同じ小説の一節。

「ああ 1インド!とりわけインドだ!おび、ただしい数のパゴダや偶像がある白い山々。お

びただしい数の虎や象がいる森の中，白い衣装をまとった黄色い男達，足と手に環をはめ，

もやのようにその身を包む紗のドレスをまとし、，へンナで黒く隈取った醸のみが際立つ眼を

した錫色の女達。彼女達はある神への頒歌を合唱し，踊る…一踊れ，踊れ，舞姫よ，ガンジ

ス河の娘よ，お前の足を僕の頭の方にくるくる回せ!蛇のように，彼女は身をくねらせ，腕

を解き，その頭が動き，腰は揺れ，鼻孔が膨らみ，髪は解け， くゆる薫香は四頭二十手の馬

鹿げ、た金箔の偶像を包み込む。J6)

フローベールが夢見たインドは，西欧人が夢想するピトレスグなインドの一つの典型であ

ろう。強烈な色彩と芳香に満ちた溢れかえる自然に息づく種々の動植物，独特の衣装，風俗，

宗教等々，エキゾチシズムの諸要素を揃え，しかもそこには愛すべき女達が艶やかな姿を現

す。エキゾチシズムとエロチシズムの融合である。若きフローベーノレが好んで、愛と至福の夢

を結んだのはインドであり，彼にとってインドは，先の引用を繰り返せば， I自然が愛に脈

打つ」国，生命が旺盛極まりない創造力と豊能さを見せる固なのだ。インドへの夢は彼の青

春と内奥で、結びつき，これを内面で支えたと言っても良い。生来の色濃いペシミズムの聞に，

生の喜びが一時的にもせよ昨裂する時，インドはその最も太い導火線だったのである。

その強い願望にもかかわらず，フローベーノレには遂にインドを訪れる機会はなかった。け

れどもこのことは，文献渉猟の人， W1聖アントワーヌの誘惑J(初稿， 1849)における異教

の神々のエピソードの源泉』の著者ジャン・セズネックによれば， I幻想的なものを含め，

すべてについて資料に依拠せずにはいられなかった」フローベール，またミシェノレ・フーコ

ーがし、みじくも彼のフローベーノレ論の標題としたように，巨大な学識のすべてが「幻想の図

書館」の形で構成され，その作品は「書物の書物」である作家にとっては，何ほどのことで

はあるまい。先に触れた東邦旅行がそうであったように，インドへの旅も恐らく既視観を再

確認するものになったに違いないからだ。それではこの既視観を培った書物はどのようなも

のだったのだろうか。例えば，未完に終わった『オリエント物語』を構想していた1846年，

エマニュエノレ・ヴァッスに宛ててホッティンガーの『東洋史』と共に『シャクンタラー~，

「プラーナ』の翻訳の王立図書館からの借用方を依頼し，その落手の礼状の中で，読了した

あるいはこれから読破したし、本の一覧を書き記している。
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「僕は『パカツミッドギーター.!I， Iiナラ王物語.!I，仏教に関するビュルヌフの大著作 Iiリ

グ・ヴェー夕、、』の讃歌，マヌ法典，コーラン，そして中国の本を何冊か読んだ。 今のと こ

ろそれだけだ。アラブ人，インド人，ベノレシャ人，マレ一人，日本人その他の手に成る多

少ともおどけた詩とか俗語集を見つけたら，送って下さい。オリエン トの宗教とか哲学に

関する良い著作(雑誌でも本でも〉を知っていたら，教えて下さい。J7)

フローベールが集中的にオリエント関係の文献を読み漁ったのは，先の 『オリエント物

語』の想を練った時期とほぼ重なる，1845年9月頃から翌46年10月頃にかけてのおよそ一年

間である。その後は初稿 「聖アン トワーヌの誘惑』執筆や東邦旅行の準備，さらには『サラ

ムボー』執筆時に，当然オリエン ト熱の高揚期が訪れている。 1845年から東邦旅行出発時の

49年10月までの聞にフローベーノレが読んだあるいは言及したオリエント関係の文献一覧は，

セズネックの労作 lii聖アントワ ーヌの誘惑」新研究』等で明らかにされているが，委細は

省くとしてもその半数ほどがイ ンドに関するあるいは触れたものであることは，未来の大作

家に及ぼしたこの国の魅惑と魔力の大きさを証して余 りあろ う。なかでも彼はインドの様々

な宗教への関心が深く，特にヒンズーの汎神論には強い感化を受けている。陽光降り 注ぐ自

然に浸りきり，自己の全存在がそこに溶解し，自然の完壁な調和の中に造物主たる神の遍在

を実感しで悦惚境に至るという，自然感情に基づくいささか文学的なフ ローベールの汎神論

は，早く も1840年， ピレネー・ コルシカ旅行の際の 「サゴンヌ湾体験j として先ず語られて

いる。(ちなみに，陽光はフローベーノレ的汎神論のキーワードである。〉そして『野を越え，

磯を越えて』のフソレターニュの浜での出来事， フィクションでは『十一月.!I，初稿 「感情教

育.!I，さらには『聖アントワ ーヌの誘惑』 とその系譜を辿ることが出来る。この生来の傾向

は彼の偏愛するスピノザの哲学によって強められ， ヒンズー教を始めとしてインドの諸宗教

を知るにおよんで一層色濃くなって行く のである。加えて，フロ ーベールの生の哲学の根幹

を成す一種の宿命論，人間の自由の根源的否定とか， 生を表現すべき芸術家は現実の生を放

棄すべきとする彼独自の美学等に， インド哲学の影響の一端を見て取っても過誤はないであ

ろう。例の iliオリエント物語』は来年に延期，恐らくは再来年，そして恐ら くは永久に延

期かも知れなし、」と述べた手紙の中で，彼はデュ ・カンに言っている。

「僕は [......Jかつてなく純粋思念に，無限の中に帰って行く 。僕は無限に憧れ，それ

は僕を惹きつける。僕はバラモンに，いやむしろ少々狂人になるのだ。 冗談ではな く，僕

はバラモンに生まれたかった。君に『ノミガノミッドギーター」の幾つかの断章を見せてやる

よ，そうすれば僕の欲望が分かるだろう。J8)

あるいはまた，

i [……〕僕は仏教を研究している。僕は孤独に，とても孤独に，ますます孤独に生き

ている。近親の者は死んでしまった。友人達は僕の許を去るか，変わってしまっている。

釈迦牟尼は言っているIi苦しみは愛着からくると悟った者は，犀のように孤独の内に引

きこもる。』 いつかこの「愛着」と いう語の意味を説明してやる よ。全くも って特別なも

のなのだ。J9)

さらに，およそ半年後ノレイ ーズ ・コレに宛てても書き記す。

「君は僕を「バラモン」と呼ぶ。 それは過分の名誉だが，しかし僕は本当になりたいの

だ。そう した生に狂わんばかりの憧僚を抱いている。彼等の森に生き，彼等のよ うに神秘
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の踊りを舞ってぐるぐる回り，あの並外れた没入の内に存在したいのだ。彼等は美しし

その髪は長く ，その顔には汗が聖なるパタ ーのごとく滴り，その大音声は象や雄牛の叫び

に呼応する。昔はカマルドリ会修道士，それから トルコの背教者になりたかった。今やそ

れはバラモンで，しからずんば無。実に単純になったものです。jlO)

フローベーノレの抱くバラモン観を始め，いささか奇矯なイメ ージも目につく。確かにイン

ドのエキゾチックにしてピトレスクな側面は大いに彼を魅了したのであるが，同時に自己の

文明に時としてある種の疎外感を抱かずにはおれなかったフローベーノレが，その古きそして

高き独自の文明に惹かれ，それに深い尊敬と憧慢の念を持つに至ったのは必然の道筋であっ

たことが，自ずから感得されるのではなかろうか。インドは彼にとって言わば一つの夢の故

郷だったので、ある。

II. フローベールと砂漠

オリエンタリズムにはエキゾチックな東洋趣味の要素が大きな位置を占めているが，なか

でも砂漠は常套的なものであり，フローベーノレにおいてもそのイメ ージはこの大枠を基本的

に打破するものではない。東邦旅行で現実に砂漠た見，踏みしめる十年余り 前 Ir狂人の手

記J (1839)に表されたイメ ージは次のごとくだ。

i (……〕僕は南の国々への遠い旅を夢見るのだった。オリエントやその広大な砂原，

青銅の鈴を付けたラクダ達が踏みしだくその数々の宮殿を眼に浮かべた。また，陽光に染

まった地平線に向かつて幾頭もの牝馬が跳ねているのを眼に浮かべた。あるいは，青い波，

澄み切った空，銀の砂を眼に浮かべた。南国の生暖かし、あの大洋の香を嘆いだ。それから，

僕の傍ら，大きな葉のアロエの陰のテントの下で，褐色の肌，燃える眼差しの女が，両手

を僕に廻してイスラムの天女の言葉で語りかけるのだった。

太陽が砂に沈み，牝ラクダや牝馬達が眠り，虫がその乳房の辺りをぶんぶん飛び回り，

夕べの風が我々の傍らを吹きすぎていった。

そして夜が来て，あの銀の月が砂漠にその青白い眼差しを投げる時，星々が紺碧の空に

輝く時，まさにこの時に暑く芳しいこの夜の静寂の中で，僕は無限の喜び，天上の悦楽を

夢見るのだった。 jll)

インドの場合よりはるかに強烈な太陽の下，南国の砂漠と海。これらはエロスの夢と緊密

に結び、付きつつ，同時にこれと表裏を成して寂琴の旅を想起させ，孤独の情を漂わせる。ピ

レネー・ コルシカ旅行の折， コノレシカ島からの帰途の船上で夜の海を眺めながら彼は思いを

馳せるのだ。

「同じ夜に同じ星々を眺め，砂原を大きな町に向かつてゆっくりと進んで行くオリエン

トの人々のことを思った。j12)

さらに『十一月』では，

「ああ!ラクダの背の上で身をかがめている気分を味わいたい !行く手には，真っ赤な

空，真っ茶な砂，延々と続く燃え立つ地平線，波打つ大地， 頭上に舞い上がる鷲。空の一

角には，ピンクの脚のコウノトリの一群，飛びすぎて雨水溜を目指す。砂漠の動く船にゆ

られ，太陽に目を閉じ，その光線を浴びる。 聞こえるのはラクダの鈍い足音のみ，案内の
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手綱引きが歌を歌い終わったところで，前進また前進だ。夕方になると，杭を打ち込んで

テントを張り，ラクダに水を飲ませ，ライオンの毛皮の上に横になり，タバコを;標らし，

ジャッカノレを寄せつけないようにかがり火を焚く。砂漠の奥で吠えているのが聞こえるの

だ。名も知らぬ，普段目にするものの四倍も大きな星々が天に瞬いている。朝になると，

オアシスで、革袋を満たし，また出発。孤独だ。風がひゅうひゅうと吹き，砂塵が渦巻きと

なって舞い上がる。」川

そして東邦旅行，エジプトの地での砂漠の実体験。

「孤独。 海は広大だ。 一一何かしら黒みを帯び、た燦々と降り注ぐ光の不吉な効果。

〔……〕僕等は夕方の五時まで、海辺に沿って行く。右手に曲がると，所々砂漠の中にロゼ

ッタの方角を示す煉瓦の円柱。砂はとても柔らかい。陽が沈む，空は溶けた朱だ。それか

ら巨大な魚の骨の形をしたもっと赤い雲 (一瞬，空は朱の板，砂はインクのようだった〉。

正面と左手，海とロゼッタの方，空は柔らかし、青のパステル・カラーだ。並んで馬で行く

僕等二人の影法師は巨大で，僕等の前を，僕等と同じく規則的に歩んで行く 。同行する二

本の大オベリスクのようだ。J14)

あるいはまた，次の体験。

「テントを張る。〔ー…・〕 夕食。 テントの支柱に吊るした白い布地で出来た小

ランタンの効果。一一僕等の武器は叉銃にし，アラブ人達は火のまわりに輪をなして座っ

ているか，砂に手で掘る溝の中で毛布にくるまって眠っている。彼等は屍衣に包まれた死

体のようにそこに横たわっているのである。 僕はそんなことなどをしみじみとかみしめな

がら，毛裏付外套に身を包んで寝に就く。アラブ人達は単調なカンツォーネを歌い，僕は

ある物語を語るそのー曲を聞いている。こんなものが砂漠の暮らしなのだ。」同

太陽と砂と旅の孤独。「まさにこれがオリエントであり，真の旅である。J16)官頭近くで引

用したパイロンが愛したト ノレコに対する感慨もさることながら，Iもっと好きなのは，ベド

ウィン族と砂漠の焼けつくオリエント，アフリカの朱色の深遠さ，ワニ，ラクダ，キリンな

のだ…--Jo17)さらに言えば， I砂漠が大好きなのだ。その空気は乾燥して，海辺の空気のよ

うに新鮮だ。J18)そして，旅の孤独を振り棄てるためかのように時に襲う，太陽と砂の空間に

馬を疾駆させる衝動，歓喜。

「三時半頃，僕等はようやく砂漠の縁辺りに辿り着く 。ここには三つのピラ ミッドが立

っているのだ。僕はもはや我慢しきれず，馬を疾走させる。馬は沼地で足を取られながら

も，全速力で駆けて行く。 〔……〕猛り狂った疾駆。 思わず叫び声を上げる，僕等は

旋風の中スフィンクスまで登る。〔……〕砂，ピラミット¥スフインクス，すべて灰色で，

ピンクの大いなる色調に浸っている。空は真っ青，鷲達がピラミッドの頂きのまわりをゆ

ったりと滑朔して旋回している O スフインクスの前で立ち止まる。それは威嚇するように

僕等を見つめる。マクシムは真っ青，僕は頭がくらくらしないか恐れ，興奮を抑えようと

する。僕等は幾多の石に固まれ，物狂おしく我を忘れて大急ぎでまた出発する。」川

砂漠の地はインドの場合とは異なり実地の体験があるだけに，より一層フローベールの魂

の内奥と響き合っているようだ。剥き出しの自然と直接対峠し，自然を畏怖しつつ享受する，

あるいは融合すること，これが彼の汎神論の精髄で，太陽と広大無辺な砂，野生の自然その

ものの砂漠は，海と同様にその発露の舞台となるのである。インドが一つの夢の故郷だとす
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れば，砂漠は実現し得た憧慢の故郷であり，最初は漢として未分化であったフローベールの

オリエントは，徐々にこの二つの故郷に集約されてL、く。そしてさらにオリエントを題材と

するその一連の作品が証拠立てているように，それは最終的に砂漠を核として結晶化してい

ったのである。

おわりに

イギリスの委任統治下のエノレサレムに生まれたアラブ・パレスチナ人，エドワード ・サイ

ー ドによる『オリエンタリズム ~20) (1978)の出現以後，この書の問題提起を受けることな

しにもはや我々はオリエントおよびオリエンタリズムを語ることは出来ないだろう。それほ

どまでに，この書はオリエンタリズムと言う概念そのものの根底的な変革を迫るものであっ

た。サイード以前，オリエンタリズムはオクシデントのごく 一部の人々の幻想 ・夢想の産物，

言い換えればェキゾチシズム，とりわけ芸術上のロマン的異国趣味，異国情緒纏綿たる東洋

趣味の世界を意味していた。ヴァレリ ーがし、みじくもまた皮肉にも指摘したように， IWオリ

エント』なるこの言葉がある人の精神に無比の効果を生み出すためには，何よりも先ずそれ

が指し示すあの定かならぬ地に足を踏み入れたことがないことが必要だ。絵画， 物語，読書，

そしていくつかの品物によって，ひたすら出来る限り浅学にしてとりとめのない，出来る限

り不正確な，さらには出来る限り混乱した形で，この地を知るに止めることが必要なのだ。

そうすれば夢想の素材が十分に揃うのだ。J21)こうした現象と並行して，東洋学なるものが19

世紀初頭から本格的に始まる。(付言すれば，官頭で、触れたデュ ・カンの旅とその成果もこ

の文脈の中にある。〉しかしそれも先の幻想、の東洋趣味と究極では同根であって，同時代の

オリエントの現実が抱える諸問題を意図的，系統的に排除した，言うなれば虚構の世界，オ

クシデントの人々が得手勝手に思い描く非現実の世界なのであった。要するに，オリエンタ

リズムとは英仏両国を中心とする西欧の帝国主義植民地支配とその下での生きた日常の現実

を，あえて捨象することによって成立した虚像なのだ。と同時に，それは世界をオクシデン

トの側からオクシデントとオリエントに二分する，極めてヨーロッパ的な思考法の所産でも

ある。サイ ードは前掲書においてこの語を 「オリエントに対するヨ ーロッパの思考の様式」

と先ず規定し，次にそれが 「オリエントに対するヨーロッパの支配の様式」であったことを

批判的に論証している。詰まるところ，Iオリエントはヨ ーロッパの対話者ではなしその

もの言わぬ他者であった」のだ。

フローベーノレのオリエント観もサイ ードが論難したヨーロッパの知のパラダイムを超える

ものではない。ただ彼はシャト ーブリアンの倣岸不遜なメシア的態度やラマルチーヌの国家

主義的エゴイズムとも無縁であった。オリエントにネルヴァルが自己の夢の痕跡を捜し求め

たように，フローベールは既に見たどとし己が故郷をそこに捜し求めた。そしてそれは，

ハリ ー・ レヴィンによれば， Iフランスの田園風景に見られる灰色がかった色調とは対照的

な華麗な色彩や，退屈な日常生活に代わる刺激的な見世物，あまりに見なれたものの代替物

としての永遠の神秘を意味していたJ22)のである。このことは小説家個人に言えるのみなら

ず，その作中人物にも当てはまることで，エンマにしてもフレデリック ・モロ ーにしても，

彼等の現実逃避の夢は多分にオリエントと結びついた審美的色彩を帯び、ている。再びサイー
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ドの言葉を借りれば， 1"総じて，ネノレヴァルおよびフローベールは，みずからのオリエント
プロジェクト

的題材にたえず彫琢を加えて，それをみずからの個人的・審美的企ての特殊構造のなかに

さまざまなやり方で吸収したのである。〔…一〕彼等にとっては，自律的・審美的・個人的

な事実としての作品の構造こそが問題だったので、あって，どうすれば望むままにオリエント

を効果的に支配し，それをグラフィックに記述することができるかということなどは，どう
エ ゴ

でもよいことだった。彼等の自我は，決してオリエントを吸収同化しなかったL，また，オ

リエントをオリエントに関する記録やテクスチュアルな知識(要するに公式のオリエンタリ

ズム〕と完全に同一視するということもなかったのである。」

1830年頃から，即ちちょうどフロ ーベールの精神形成期に当たる時期であるが，オリエン

トによるヨーロッパの再生という極めて戸マン主義的な夢が，時代の標語となっていった。

例えば， 1839年の『新百科事典』に日く， 1"この新たなルネッサンス，オリエントとヨーロ

ッパの融合が成し遂げられた時，一体どういうことになるのだろうか?Jこうした時代思潮

は，フローベールの未完の大作「ブヴアールとベキュシエ』の草案にもその痕跡が残されて

いる。 「人類の未来を暗く悲観的に見る」ペキュシェに対して， 1"人類の未来を明るく楽観的

に見J，1"現代人は進歩の過程にある」と考えるブヴアールは言うのである。

「ヨーロッパはアジアによって再生するであろう。歴史の法則は文明はオリエントから

オクシデントに移って行くというものであるから。一一中国の役割一一二つの人類は究極

には融合するであろう。J23)

かく言わしめたフローベールの真意は必ずしも明らかではないが，文脈から見て少なくと

も次のことは推測されよう。即ち，前段の 「再生」の問題にしても後段の 「融合」の問題に

しても，こうした紋切り型の観念の内に極めて独善的なヨーロッパ中心主義が抜きがたく蔓

延していることを鋭く嘆ぎ取り，これを調しているということである。アジアはアジアのア

ジアであり，ヨーロッパのためのアジアではないのだし，ヨーロッパ主導の融合など融合で

はないのだ。しかも現実のアジアは老いさらばえ，生命力が欠如しているようにヨーロッパ

人には思えるo フローベーノレが現に自にしたオリエントもそうであった。そこから先ずはア

ジアを再生させるという思い上がったメシア主義が勃興する。彼の場合はそうしたメシア主

義とは一線を画するものではあったが，ともかくも審美的な水準でオリエントの復活を志向

することとなる。即ち，彼の眼差しはオリエントの目下の現実をやりすごし，ひたすら過去

の幻影へと向かうのだ。『聖アントワーヌの誘惑』のエジプトの荒野にしてもサラムボ

ー』のカルタゴにしても，あるいはまた『へロディアス』の舞台となるパレスチナにしも，

オリエントを題材とした彼の小説はかの地で、の実体験はもとよりではあるが，多くを文献渉

猟による書物の中でのヴアーチャルな体験に負う，学術的に再構成された歴史物語なのであ

る。フローベールの偏愛するインドと砂漠， インドの地は確かにあくまでも見果てぬ夢

に止まり，またその小説の背景となることもなかったが ，彼にとってのこの二つの故郷

は彼独自のオリエンタリズムの原点であり，到達点でもあったのだ。世上リアリズムの小説

家とされるこの作家は，その半面で希代のオリエンタリストであり，幻視家だったのである。
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